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1. 授業の概要（ねらい）
　ソ連が崩壊してから四半世紀が経過し、地球規模で、社会主義経済体制から資本主義経済体制への体制転換という壮
大な実験が行われた。これは日本など西側の経済にとってはグローバル化の進展として受け取られるプロセスだった。こ
のグローバル化は、虹色の桃源郷を我々にもたらしたのではなく、現在の世界経済の様相は、体制転換が本来企図してい
たものとは異なり、政治状況の混乱も相まって、大いなる不安定化の状況の下にある。そこでこの授業では、体制転換プロ
セスをその最初期から辿ることにより、再検討を試みようとするものである。
　対象となる国は、主として、旧ソ連諸国、広義の東欧諸国、そして中国である。これらの国が体制転換をはたすなかで、国
際的な経済関係が大いに複雑化してきた。この国際経済への統合プロセスは作用・反作用という双方向の形で、国内に
も、国際的にも影響を及ぼしている。これらのことを踏まえて、体制転換の出発点と着地点を明らかにする。分析にあたって
は、比較の視点を大いに取り入れ、その差異や異同が意味することに注意を払っていくことにする。

2. 授業の到達目標
　体制転換のプロセスについて理解できること。1990年代から起こっているグローバル化について、世界各地域の特色を
理解できること。資本主義経済諸国にとって、体制転換とは何であったかその意味が理解できること。

3. 成績評価の方法および基準
　授業への参加60点。最終レポート40点。

4. 教科書・参考文献
教科書
　特に教科書は指定しない。
参考文献
　岩崎一郎編著　『比較経済講義』　日本評論社

5. 準備学修の内容
　事前に指定される参考文献に目を通しておくこと。

6. その他履修上の注意事項
　毎回授業終了時に、簡単な感想文を書いてもらう。その際、自分自身の問題意識を持って、体制転換の問題に向き合っ
て欲しい。

7. 授業内容
【第１回】 　授業オリエンテーション：この授業でとりあげる内容についてのガイダンス、成績評価の方法などを案内します
【第２回】 　体制転換プロセスの成果：EU東方拡大の成功と蹉跌（1）旧社会主義国の東欧諸国のEU加盟問題を検討しま

す
【第３回】 　体制転換プロセスの成果：EU東方拡大の成功と蹉跌（2）EU加盟した東欧の国々における経済成長と社会階

層の分化の問題を検討します
【第４回】 　体制転換プロセスの成果：ロシア・プーチン体制の成立と強化（1）1990年代の混乱を収束させ権力を掌握した

プーチン大統領の治世を検討します
【第５回】 　体制転換プロセスの成果：ロシア・プーチン体制の成立と強化（2）ますます権威主義化するプーチン体制を検討

します
【第６回】 　体制転換プロセスの成果：中国の独自性（1）中国における経済体制転換プロセスを鄧小平から検討します
【第７回】 　体制転換プロセスの成果：中国の独自性（2）習近平体制における中国の新たな動向について検討します
【第８回】 　体制転換プロセスの着地点：西側の変容（1）1990年代から加速したグローバル化とその西側経済への影響を

検討します
【第９回】 　体制転換プロセスの着地点：西側の変容（2）経済のデフレ化や産業構造の変化について検討します
【第10回】 　体制転換プロセスの着地点：西側の変容（3）西側先進国における経済社会の変化が政治体制に与えた影響を

検討します
【第11回】 　体制転換プロセスの着地点：ロシアと中国（1）反米で結束し始めている中国とロシアの現状を検討します
【第12回】 　体制転換プロセスの着地点：ロシアと中国（2）米国一極支配と多極的な国際協調の是非を検討します
【第13回】 （オンライン講義）　体制転換プロセスの着地点：EUと東欧：EUに新規加盟した国々における反ブリュッセルの動

きを検討します
【第14回】 　体制転換プロセスの帰結：自由主義経済イデオロギーの終焉（1）この30年の体制転換プロセスを総括します
【第15回】 　体制転換プロセスの帰結：自由主義経済イデオロギーの終焉（2）この30年の体制転換プロセスを総括します


